
第207号第207号令和６年11月20日発行令和６年11月20日発行

ねんりんピック

　ようこそ、江府町へ!!

決 算 認 定決 算 認 定

議会のことをわかりやすくお伝えします

　　組合議会・陳情

　　一 般 質 問

……………2Ｐ～10Ｐ

…………………11Ｐ

…………12Ｐ～15Ｐ



（２）令和６年11月20日発行

歳　入

地方交付税
18億3,240万

33.6％

国県支出金
10億8,340万

19.9％

町税
6億8,860万

12.6％

町債
5億4,175万

9.9％

繰越金

3億2,436万  5.9％

その他

3億1,806万

5.8％

歳　出
補助費

7億8,244万
15.4％

公債費
4億4,262万

8.7％

物件費
15億7,956万

31.0％

繰出金
3億4,637万

6.8％

普通建設事業費
  5億1,284万

    10.1％

その他
1億616万 2.1％

歳入歳出決算を認定

一 般 会 計

9月

定例会

　令和６年度９月定例会は11日に召集され、会期を27日までの17日間として開かれま
した。今回の定例会は、令和５年度一般会計と11件の特別会計、２件の公営企業会計
の決算及び令和６年度補正予算等提出議案32件を審議し、すべて原案のとおり可決し
ました。なお、本会議初日に令和５年度決算にかかる財政の健全化判断比率及び公営
企業会計の資産不足比率について各項目とも基準値を下回っているとの報告がされま
した。

令和５年度 

50億9,021万円 54億6,038万円

令和５年度財政の健全化判断比率 令和５年度公営企業会計資金不足比率

令和５年度（％）

―

―
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会計名

簡易水道事業

下水道等事業

索道事業

人件費
7億6,540万

15.0％
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寄付金

6億2,840万

11.5％

諸収入

4,341万

0.8％

積立金
3,608万
0.7％

維持補修費

2億8,419万

5.6％

扶助費
２億3,455万

4.6％

歳入項目の説明

地方交付税：

国県支出金：

町　　　債：

町　　　税：

国が徴収した税金から町の財政状況に応じ

て配分されたお金

特定の目的のために国や県から交付されたお金

大きな事業を行うため国や金融機関から借

り入れた町の借金

みなさんが町に収めた税金

歳出項目の説明

人　件　費：

公　債　費：

物　件　費：

扶　助　費：

補　助　費：

操　出　金：

町職員の給与や町議会議員などの報酬

町の借金である町債を返済する費用

消耗品や委託料など

法令等に基づき町民に支払われる手当や医

療費などの補助

負担金や補助金など

一般会計から特別会計や企業会計に支出す

るお金

令和６年11月20日発行（３）
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災害対策費
（江尾地区大規模火災住宅支援補助金他）

被災住宅所有者及び被災者に支援金を支給し、

その他江尾地区消防防災力の強化

を行った。

６,７６５万円

ふるさと納税推進事業
令和５年度実績は、６億885万円で

その半分を経費として支出した。

３億２００万円

移住促進住宅等整備事業
佐川地区に住宅整備（住宅戸

数12戸）及び交流拠点施設

を整備した。

5億１,７１６万円

地方創生推進交付金事業
江府町SDGｓ推進事業及び官民

連携による、まち・ひと・しご

と創出事業を実施した。

６,８４４万円

町政７０周年記念事業
令和５年度に調整70周年

を迎え記念式典が行われた。

５６１万円

町営交通対策費
地域住民の移動手段の確保のため、

バス・タクシーを運行した。

バス年間利用者数　　　25,323人

タクシー年間利用者数     5,598人

９,３８３万円

商工振興事業
江府町版サテライトオフィス（神奈川地区複

合施設）を建設し、町内産業の発展と雇用創

出を推進した。

７,１９４万円

人権文化センター建設事業
人権尊重のまちづくりの拠

点施設として人権文化セン

ターを新設する。

８,０９７万円

奥大山自然塾事業
富良野自然塾の分校として環境教育を行いま

した。

　　　　　実施回数　　３５回

　　　　　参加人数　６２４人

２,６４２万円

マイナンバー普及促進事業
マイナンバーカードを期限内に申請した方を

対象に商品券（１万円）を交付また、各種証

明書のコンビニ交付システムの構築を行った。

　令和5年度末取得率　　８６％

７３９万円

グローカル人材育成事業
グローカル（地球規模の視野で考え地域で行動する事）な人材育成を行うため、江府学園７～９

年生のうち６名がニュージーランド海外研修等を行った。

１,４２０万円

昨年度の主な事業は？昨年度の主な事業は？

江府町役場

70
周
年
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特別会計・公営企業会計の状況

歳　出歳　入 収　支特   別   会   計

合　　計

移住促進住宅

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

繰入金

516万円

3億9,572万円

2億7,033万円

6億0,452万円

361万円

8,621万円

5,208万円

2,387万円

5万円

127万円

575万円

14億4,857万円

757万円

4億1,389万円

3億1,570万円

6億7,321万円

361万円

8,692万円

5,313万円

2,387万円

209万円

176万円

592万円

15億8,767万円

241万円

1,817万円

4,536万円

6,869万円

0

71万円

105万円

0

204万円

50万円

17万円

1億3,910万円

757万円

2,359万円

4,353万円

1億0,041万円

0

6,922万円

1,729万円

2,387万円

0

0

30万円

2億8,578万円

支　出収　入 差引額公  営  企  業  会  計

簡易水道事業

　収益的収入及び支出

　資本的収入及び支出

下水道等事業

　収益的収入及び支出

　資本的収入及び支出

8,509万円

1億2,438万円

1億5,784万円

1億3,155万円

1億2,860万円

1億3,704万円

1億6,546万円

1億7,306万円

△4,351万円

△1,266万円

△762万円

△4,151万円

議員住民懇談会開催議員住民懇談会開催
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　８月４日に議会住民懇談会を開催し、議員定数について協議しました。現在議会では議員の定数変更について

審議していますが、その参考にするため今年はこの議題で開催したものです。参加者の皆さんからは、現状維持

の意見と削減の意見がそれぞれ出されました。議会では、今後この意見も参考にし、今年中に決定していく予定

です。

８月臨時議会８月臨時議会
臨時議会が招集され、提案された議案について、いずれも原案通り可決されました。

議案第60号　損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について

　江府町山村開発センター排水溝の管理不備による事故の損害賠償金43,302円

議案第61号　一般会計補正予算（第２号）

　災害復旧事業2,300万円、定額減税調整給付金2,040万円を追加し、総額を55億5,847万5千円としました。

議案第62号　国民健康保険特別予算（事業勘定）補正予算（第２号）

　償還金29万9千円を予備費から流用により総額変更なし。

議案第63号　介護老人保健施設特別会計補正予算（第１号）

　施設備品購入事業44万4千円を追加し、総額を8,820万2千円としました。

議案第64号　後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

　償還金利子及び割引料30万円を追加し、総額を6,170万4千円としました。

議案第65号　江府町固定資産評価審査委員会委員の選任について

　前任者の任期満了により後任に江府町荒田 井上裕吉さんを選任しました。

令和６年11月20日発行（5）

総　括

　議会初日令和5年度歳入歳出決算審査結果について岡田雄成監査委員より監

査意見と共に報告されました。以下に要約してお知らせいたします。

監 査 委 員：岡田 雄成　長岡 邦一

審査の期間：令和6年7月26日から令和6年8月22日まで7日間

審査意見及び結果：決算の系数は何れも符合し誤りがなくその内容は適正で

　　　　　　　　　あることを確認した。

(1)令和5年度一般会計の決算状況について

　歳入総額は54億6千万円、歳出総額は50億9千万円です。歳入は前年度に比べ6千百万円増

加し、歳出は5億5千7百万円増加しました。令和5年度地方交付税は18億3千2百万円で前年

度に比べ5千7百万円増加しました。また令和5年度の固定資産税は全体で、5億5千6百万円で

した。

(2)財政状況指標について

　令和5年度の経常収支比率は、90.3%で前年比5.6ポイント減、実質公債費比率(3ヶ年平均)

は15.3%で前年比1.4ポイント増加しています。（早期健全化基準：25%以下）また将来の財

政を圧迫する可能性の度合いを示す令和5年度の将来負担比率は9.2ポイント増加し90.3%で

した。（早期健全化基準：350%以下）

(3)農業の状況について

　町では、高齢化や後継者不足による耕作放棄地が増えている一方で、農業従事者は2015年

の491人から2020年には374人に減少しており、基幹産業である農業の担い手不足が深刻化

しています。集落営農は少しずつ確かに進んでいますが、20年後の農業後継者をどうするの

か答えは簡単に浮かんでこないところです。農家の農業に関する所得が少ないのが一番の原

因と考えます。

(4)ふるさと納税について

　令和5年度の寄付額は6億8百万円で前年比約3.6%の増で寄付者総数は前年比2,362人増の

31,430人でした。町人口一人当たりの寄付額は山陰地方では第一位となっています。今後に

おいて寄付を順調に集めていくには、様々な工夫や挑戦が必要となります。経費のより効果

的な活用を図り、貴重な自主財源の確保に努力されることを要望します。

岡田雄成代表監査委員

江府町歳入歳出決算審査意見書令和5年度 決

　算
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決
算
の

審
査住

民
生
活
課

総
務
課

一
般
会
計

Q

保
育
園
跡
地
の
利
活
用

に
つ
い
て
や
、
地
権
者

と
の
協
議
は
ま
と
ま
っ
て
い
る

か
。

跡
地
利
活
用
に
つ
い
て
、

ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

令
和
５
年
度
ふ
る
さ
と

納
税
の
実
績
は
。

約
６
億
８
百
万
円
で
す
。

県
内
第
４
位
で
、
昨
年
よ

り
順
位
を
一
つ
上
げ
て
い
ま
す
。 

総
務
課

QQ AA

令
和
５
年
度
の
出
生
数

は
。

７
名
で
す
。

地
域
交
流
拠
点
施
設
の

４
店
舗
か
ら
、
要
望
や
問

い
合
わ
せ
は
あ
る
か
。

施
設
倉
庫
の
増
設
の
要
望
が

あ
り
倉
庫
を
設
置
し
ま
す
。

 

佐
川
の
地
域
交
流
拠
点
の

増設が望まれる駐車場（平日の駐車場の様子）
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t
e
n
r
a
i
株
式
会

社
へ
、
約
２
８
０
０
万

円
の
委
託
料
と
あ
る
が
内
訳
は
。

せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
ビ
オ
ト

ー
プ
の
再
生
、
貝
田
集
落

の
水
車
で
水
力
発
電
、
協
生
農

法
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
費
用
等

に
な
り
ま
す
。

役
場
公
用
車
維
持
管
理

に
つ
い
て
、
各
課
で
管

理
し
て
い
る
の
か
。

公
用
車
は
全
部
で
88

台
で

す
。
総
務
課
で
一
本
化
し

管
理
し
て
い
ま
す
。

QQ AA

A

駐
車
場
が
狭
い
と
思
う
。
増
設

を
検
討
し
て
み
て
は
。

要
望
と
し
て
う
け
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
移
行
と

な
る
が
、
対
処
は
で
き
て

い
る
か
。

事
務
対
応
は
し
て
お
り
ま

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
に
移

Q

Q AA

消
防
団
の
団
員
数
は
。

 

令
和
６
年
６
月
現
在
で
、

本
部
２
名
︵
団
長
・
副
団

長
︶
、
第
Ⅰ
分
団
17

名
、
第
２

分
団
20

名
、
第
３
分
団
３
名
で

消
防
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

 

QQQ AA

行
さ
せ
て
お
ら
れ
な
い
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
資
格
確
認
証
が

発
送
さ
れ
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
の
窓
口
相

談
内
容
は
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
買
い

物
を
利
用
し
た
等
の
内
容

で
す
。

QA

ビオトープの再生作業中

令和６年11月20日発行（７）

教
育
課

産
業
建
設
課

Q

集
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営
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団
体

数
は
。

宮
市
、
か
が
や
き
︵
杉

谷
︶
、
す
が
さ
き
、
御
机

の
４
法
人
で
す
。

親
元
就
農
促
進
支
援
交

付
金
で
、
町
内
の
酪
農

農
家
に
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、

農
業
支
援
は
な
い
の
か
。

QQ

農
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
精
査

し
地
域
と
意
見
交
換
を
し
、

農
業
支
援
も
含
め
た
検
討
も
し

て
い
き
ま
す
。

大
型
の
竹
粉
砕
機
の
購

入
予
定
は
？

必
要
で
あ
れ
ば
導
入
し
ま

す
。
竹
粉
堆
肥
が
で
き
な

い
か
先
進
地
を
視
察
し
ま
す
。

臭
気
だ
け
で
な
く
竹
粉
に
よ
り

発
酵
を
促
進
す
る
検
証
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
広
島
県
庄
原
市

に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
竹
粉
堆

肥
が
あ
る
よ
う
で
す
。

集
落
の
子
ど
も
会
に
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
補
助
金

の
申
請
が
３
件
あ
る
が
、
３
団

体
以
外
に
も
情
報
は
正
確
に
届

い
て
い
る
か
。

今
以
上
に
情
報
提
供
を
し

て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会

の
内
容
は
。

東
京
五
輪
ボ
ク
シ
ン
グ
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
入
江

聖
奈
さ
ん
を
お
招
き
し
、
講
演

を
し
て
頂
ま
し
た
。

奥
大
山
江
府
学
園
の
楽

器
購
入
は
。

コ
ン
サ
ー
ト
ト
ム
と
い
う

楽
器
を
購
入
し
ま
し
た
。

運
動
公
園
総
合
体
育
館

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

AAA

A

A

昭和57年に設置した総合体育館トレーニング室のマシン

決

　算

臨
時
会
他

一
般
質
問

組
合
報
告
・
陳
情

Q A

QQQ Q

ン
が
老
朽
化
し
て
い
る
。
台
数

も
含
め
現
場
を
調
査
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

検
討
し
ま
す
。

各
集
落
や
地
域
農
業
団
体

の
10

年
後
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
中
で
の
荒
廃
農
地
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る

の
か
。令

和
６
年
度
中
に
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に

各
集
落
や
地
域
の
農
業
団
体
と

荒
廃
放
棄
地
の
対
応
も
含
め
意

見
交
換
を
行
い
地
域
計
画
を
作

成
し
て
い
き
ま
す
。

荒
廃
農
地
の
受
け
皿
を
、

単
町
と
し
て
組
織
を
作

っ
て
対
応
し
て
は
？

基
本
的
に
は
、
産
業
建

設
課
で
で
き
る
範
囲
の

対
応
は
し
て
い
る
。
農
業
の
後

継
者
育
成
や
研
究
を 

産
業
建

設
課
と
農
業
委
員
会
で
手
を
組

ん
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

AA

QA

農
業
委
員
会

Q

小型竹粉砕機
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　国
民
健
康
保
険

　
　
　
　︵
施
設
勘
定
︶

江
尾
診
療
所
の
医
療
、

運
営
ス
タ
ッ
フ
は
定
数

が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

会
計
年
度
任
用
職
員
や

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
苦

慮
し
て
い
る
も
の
の
、
残
業

時
間
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
連
続
し
て
の
休
暇

は
取
り
づ
ら
い
で
す
。

　国
民
健
康
保
険

　
　
　
　︵
施
設
勘
定
︶

旧
俣
野
小
学
校
の
診
療

所
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
て
何
を

す
る
の
か
。

旧
俣
野
小
学
校
の
利
用

者
か
ら
の
意
見
、
要
望

を
精
査
中
で
あ
る
が
、
年
度

内
に
ワ
イ
フ
ァ
イ
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。
次
に
、
避

難
所
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、

早
期
に
ト
イ
レ
の
改
修
を
実

施
し
た
い
。

　介
護
保
険
事
業

　
　
　
　︵
保
険
事
業
勘
定
︶

介
護
保
険
事
業
の
基
金

と
し
て
２
０
０
０
万
円

積
み
立
て
て
い
る
が
、
使
い

道
は
何
か
。

高
齢
化
率
を
考
え
る
と

余
裕
が
あ
る
う
ち
に
残

し
ま
し
た
。
今
後
、
当
面
は

介
護
保
険
料
を
上
げ
な
く
て

も
い
い
よ
う
に
し
ま
す
。

AA QQ

　介
護
老
人
保
健
施
設

介
護
老
人
保
健
施
設
あ

や
め
は
、
今
後
、
ど
の

よ
う
な
工
事
が
予
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。

業
者
に
各
所
を
点
検
し

て

も

ら

っ

て

い

る

の

で
、
不
具
合
が
あ
れ
ば
、
修

繕
を
実
施
し
ま
す
。

Q

QA

特
別
会
計

　索
道
事
業

奥
大
山
ス
キ
ー
場
に
ラ

イ
ト
カ
ッ
タ
ー
及
び
、

ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
を
購

入
し
て
い
る
が
用
途
は
何

か
。

ラ
イ
ト
カ
ッ
タ
ー
は
倒

木
を
処
理
す
る
た
め
の

切
断
機
で
あ
り
、
ハ
ン
マ
ー

ナ
イ
フ
モ
ア
は
ウ
ッ
ド
チ
ッ

パ
ー
︵
破
砕
機
︶
で
す
。

A Q

血液検査装置

臨
時
会
他

一
般
質
問

決

　算

陳
情
・
組
合
報
告

A

　国
民
健
康
保
険

　
　
　
　︵
施
設
勘
定
︶

江
尾
診
療
所
に
血
液
検

査
装
置
を
購
入
し
て
い

る
が
、
今
後
は
外
部
の
検
査

に
出
さ
な
く
て
も
良
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。

診
療
所
の
血
液
検
査
装

置
で
全
て
の
デ
ー
タ
は

解
ら
な
い
の
で
詳
細
な
デ
ー

タ
が
欲
し
い
時
は
外
部
の
検

査
機
関
に
出
し
ま
す
。

QA

人手不足の医療スタッフ

ペ
ー
ス
の
不
足
は
増
々
深
刻
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
全

体
を
含
め
た
駐
車
場
の
確
保
を

早
急
に
検
討
さ
れ
た
い
。

①
優
良
農
地
を
守
り
、
荒
廃
農

地
を
出
さ
な
い
為
、
担
い
手
や

新
規
参
入
者
育
成
な
ど
の
促
進

が
急
務
で
あ
る
。
今
後
は
、
各

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
成
果
は
令
和
５
年
度

ま
で
で
、
17.6

％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
今
後
に
お
い
て
は
、
組

織
体
制
を
強
化
し
完
成
を
急
が

れ
た
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
に
お
い
て
、
普
及
率
向

上
に
向
け
様
々
な
ア
イ
デ
ア
と

共
に
実
施
し
て
い
る
。
令
和
５

年
度
の
人
口
２
５
１
７
名
に
対

し
て
の
普
及
率
は
86

％
。
取
得

者
は
令
和
４
年
度
が
９
８
４

名
、
令
和
５
年
度
が
１
２
２
名

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
さ
ら

に
、
普
及
率
の
低
い
若
年
層
に

対
し
て
は
特
に
普
及
啓
発
を
強

化
し
、
100

％
取
得
を
目
指
し
、

普
及
促
進
に
努
力
さ
れ
た
い
。

②
移
住
促
進
住
宅
整
備
︵
佐
川

第
２
団
地
︶
に
つ
い
て
は
、
入

居
募
集
開
始
直
後
か
ら
満
室
で

あ
る
。
そ
の
敷
地
内
に
地
域
交

流
拠
点
施
設
事
業
と
し
て
、
コ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
居

し
て
い
る
。
周
辺
に
は
、
道
の

駅
や
今
後
計
画
さ
れ
て
い
る
保

育
園
ら
し
く
な
い
保
育
園
事
業

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
駐
車
ス

集
落
や
地
域
団
体
を
対
象
と
し

た
、
10

年
後
の
農
地
利
用
に
関

す
る
意
向
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
近
未
来
へ
の
農
業
戦
略
と

地
域
計
画
の
策
定
に
努
力
さ
れ

た
い
。

①
現
在
の
子
供
の
国
保
育
園
の

立
地
環
境
や
老
朽
化
に
伴
い
、

新
園
舎
を
建
築
し
、
保
育
園
ら

し
く
な
い
保
育
園
事
業
を
実
施

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
確
か
な

調
査
と
計
画
で
、
江
府
町
な
ら

で
は
の
理
念
と
と
も
に
、
す
み

や
か
に
新
園
舎
建
設
事
業
を
進

め
ら
れ
た
い
。

②
奥
大
山
江
府
学
園
の
生
徒
６

名
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お

い
て
海
外
研
修
を
し
た
。
現
地

で
の
、
日
常
会
話
、
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
、
及
び
自
国
の
文
化
を

再
認
識
し
た
。
国
内
外
に
子
ど

も
た
ち
が
視
野
を
広
げ
て
い
く

機
会
と
な
っ
た
。
研
修
先
に
つ

い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急

速
に
進
む
社
会
で
、
子
ど
も
た

ち
の
可
能
性
を
大
い
に
広
げ
ら

れ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
あ
ら
ゆ

る
国
を
検
討
さ
れ
た
い
。

③
江
尾
地
区
大
規
模
火
災
を
経

験
し
、
改
め
て
消
防
団
の
充
実

強
化
の
重
要
性
を
認
識
し
た
。

引
き
続
き
待
遇
を
含
め
た
環
境

改
善
を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
、

団
の
意
識
向
上
と
啓
蒙
を
図

り
、
定
員
数
確
保
に
努
め
ら
れ

た
い
。

④
役
場
公
用
車
維
持
管
理
等
に

つ
い
て
は
、
現
在
88

台
の
車
を

管
理
し
て
い
る
。
屋
外
駐
車
場

の
一
画
を
専
用
し
て
い
る
が
、

風
雨
に
さ
ら
さ
れ
劣
化
は
ま
ぬ

が
れ
ず
、
業
務
に
支
障
を
き
た

す
恐
れ
が
あ
り
、
早
急
に
車
庫

建
設
を
検
討
さ
れ
た
い
。

①
令
和
５
年
度
の
梨
︵
新
甘

泉
︶
の
栽
培
は
、
前
年
度
に
つ

づ
い
て
収
穫
量
は
安
定
し
て
い

る
。
梨
農
園
整
備
計
画
が
あ

り
、
宮
市
地
区
の
、
用
水
管
の

延
長
や
舗
装
復
旧
工
事
等
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
９

年
度
を
目
途
に
、
新
た
に
５
品

種
の
梨
栽
培
を
開
始
す
る
が
、

今
後
も
着
実
な
生
育
と
収
量
増

を
実
現
し
、
町
特
産
品
の
１
つ

と
な
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

②
地
籍
調
査
を
開
始
し
て
約
20

住
民
生
活
課

令和６年11月20日発行（９）

総
務
課

産
業
建
設
課

農
業
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

参
考
意
見

　一
般
会
計

参
考
意
見

　一
般
会
計

①
本
町
で
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
応
す
る
為

﹁
過
剰
な
要
望
・
要
求
に
関
す

る
対
応
要
領
﹂
を
定
め
て
い

る
。
今
後
も
、
全
職
員
が
安
心

し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
、
職

場
環
境
の
整
備
を
進
め
ら
れ
た

い
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
に

つ
い
て
、
新
規
の
返
礼
品
で

﹁
物
﹂
に
加
え
、
﹁
事
﹂
も
取

り
入
れ
、
寄
付
者
の
選
択
肢
を

広
げ
、
貴
重
な
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

教
育
委
員
会

　令
和
５
年
度
に
は
移
住
促
進
住

宅
整
備
事
業
、
地
域
交
流
拠
点
施

設
事
業
、
神
奈
川
地
区
複
合
施
設

事
業
が
完
了
し
、
今
後
は
保
育
園

ら
し
く
な
い
保
育
園
事
業
が
控
え

て
い
る
。
将
来
の
大
型
事
業
を
見

据
え
、
財
政
の
健
全
な
運
営
に
努

力
さ
れ
た
い
。

　ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
は
約

６
億
円
で
、
県
内
第
４
位
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
、
担
当
課
を
は

じ
め
全
職
員
、
全
町
民
と
多
く
の

江
府
町
フ
ァ
ン
の
熱
意
の
賜
物
で

あ
る
。
今
後
に
お
い
て
も
従
前
に

増
し
て
、
一
層
真
摯
に
本
事
業
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

決

　算

臨
時
会
他

一
般
質
問

組
合
報
告
・
陳
情

消防車駐車場公用車駐車場

も
の

こ
と



　奥
大
山
ス
キ
ー
場
は
休
止
状

態
で
は
あ
る
が
、
奥
大
山
自
然

塾
や
木
谷
沢
散
策
な
ど
、
一
定

量
の
観
光
客
は
あ
る
。
新
潟
県

白
馬
村
は
ス
キ
ー
で
有
名
で
あ

る
が
、
現
在
は
、
冬
よ
り
夏
の

観
光
客
が
多
い
。
今
後
、
奥
大

山
ス
キ
ー
場
周
辺
に
多
く
の
利

用
客
が
集
ま
る
よ
う
努
力
さ
れ

た
い
。

　現
在
漏
水
等
の
た
め
有
収
水

率
が
69.7

％
と
な
っ
て
い
る
。
昨

年
度
は
68.1

％
で
あ
り
、
1.6

％
向

上
し
た
。
こ
れ
は
、
漏
水
個
所

の
修
繕
等
に
よ
り
改
善
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
ま
だ
ま

だ
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
、
老

朽
化
し
た
配
管
の
取
り
替
え
や

漏
水
箇
所
の
修
繕
等
を
実
施

し
、
有
収
水
率
80.0

％
を
目
指
す

よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。
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国
民
健
康
保
険

　
　︵
事
業
勘
定
︶

索
道
事
業
会
計

下
水
道
等
事
業
会
計

簡
易
水
道
事
業
会
計

国
民
健
康
保
険

　
　︵
施
設
勘
定
︶

　江
尾
診
療
所
の
医
療
、
運
営

ス
タ
ッ
フ
が
会
計
年
度
任
用
職

員
や
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ス
タ
ッ

フ
の
募
集
等
に
よ
り
、
連
続
休

暇
が
取
り
や
す
く
な
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
︵
後
発
医
療

品
︶
通
知
、
医
療
費
の
通
知
を

行
っ
て
い
る
が
、
過
去
に
も

ら
っ
て
い
な
い
薬
品
の
記
載
が

あ
り
、
住
民
生
活
課
に
報
告
が

あ
っ
た
。
今
後
、
そ
の
通
知
を

よ
り
一
層
、
確
認
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　旧
俣
野
小
学
校
を
利
用
し
た

診
療
所
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
て
、
ワ
イ

フ
ァ
イ
化
や
ト
イ
レ
の
改
修
等

を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
他

に
つ
い
て
も
、
利
用
者
の
要
望

を
十
分
に
取
り
い
れ
て
進
め
ら

れ
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

手洗い場

臨
時
会
他

一
般
質
問

決

　算

組
合
報
告
・
陳
情

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

参
考
意
見

　特
別
会
計

参
考
意
見

　特
別
会
計

　令
和
６
年
３
月
末
現
在
、
処

理
人
口
は
２
３
３
１
人
で
接
続

率
は
92.6

％
で
あ
り
、
ま
だ
接
続

さ
れ
て
い
な
い
集
落
も
あ
る
。

集客を期待する木谷沢

合
併
浄
化
槽
の
設
置
も
含
め
、

接
続
率
を
上
げ
る
た
め
一
層
の

努
力
を
さ
れ
た
い
。

俣野診療所流し台

令和６年11月20日発行（11）

決

　算

臨
時
会
他

一
般
質
問

組
合
報
告
・
陳
情

令和５年度病院事業等の決算について

　＊主な医業収益の決算　73,500 千円

　　病院事業（56,819 千円）・在宅介護支援事業（8,623 千円）

　　・診療所収益（8,058 千円）

　＊累積剰余金　1,013,560 千円（病院事業 683,665 千円）・

　（在宅介護支援事業 176,032 千円）・（診療所事業 153,863 千円）

　＊退職給付費の引き当て

　　通常分（正職員 46,504 千円・会計年度任用職員 5,614 千円）・

　　経過措置分 10年目（19,094 千円）・退職給与支払額（２名分）（33,003 千円）

令和６年度病院事業等の会計補正予算（第１号）について

　＊病院事業費用　　400 千円（総額　1,908,592 千円

　＊資本的収支　　資本的収入　42,486 千円（総額　88,661 千円）

　　　　　　　　　資本的支出　42,553 千円（総額 248,552 千円）

日野病院組合議会報告書

　令和６年８月29日に日野町役場議場にて定例会が開催されました。

主な日程は、議案第13号、令和５年度病院事業会計決算の認定について、議案第14号、在宅介護支

援事業会計決算の認定について、議案第16号、令和６年度病院事業会計補正予算（第１号）が、そ

れぞれ上程され可決されました。主な令和５年度決算、令和６年度補正予算の概況の内容は次のとお

りです。

　　　　歳入総額　　215,169,254円　　歳出総額　　189,799,204円

　　　　差引残額（翌年度に繰越）25,370,050円

　　　　　歳　入　組合負担金　194,713,048円

　　　　　　内　訳　日野町　83,261千円　　江府町　78,500千円　　日南町　32,951千円

　　　　　歳　出

日野町江府町日南町衛生施設組合議会定例会報告書日野町江府町日南町衛生施設組合議会定例会報告書

令和６年第２回

　令和６年８月30日に江府町役場議場にて定例会が開催されました。

 主な日程は、議案第８号、令和５年度会計決算の認定について、議案第９号、令和６年度会計補正

予算（第１号）がそれぞれ上程され可決されました。概要は次のとおりです。

議会費　 　　279,879円

総務費　　12,716,392円

衛生費  　137,908,885円

公債費　　38,894,048円

　工事請負契約の締結について

　　工事の名称　　　　江府消防署移転新築建築主体工事

　　契約金額　　　　　452,980,000円

　　契約の相手方　　　江府消防署移転新築建築主体工事 松本組・平田組・フィディア特定建設工事共同企業体

　　　　　　　　　　　代表者　株式会社松本組　代表取締役　椋田隆博

　　契約の方法　　　　公募型指名競争入札

鳥取県西部広域行政管理組合議会報告鳥取県西部広域行政管理組合議会報告
　令和６年８月28日に定例会が開催され承認されました。概要は次のとおりです。

不採択

件名及び要旨受理番号及び
受理年月日

提出者

健康保険証の廃止をしないよ

うに求める陳情書

陳情第6号

令和6年

8月19日

陳情の審査結果
提出のあった陳情は、９月定例議会で審査した結果、下記のとおり決定しました。

審議結果付託先

教育民生

常任委員会

米子民主商工会
会　長　植田　均
米子医療生活協同組合
理事長　梶野　大
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好
評
だ
が
、
入
口
か
ら
滑

り
や
す
い
土
の
道
で
あ
り

小
石
も
多
く
起
伏
も
あ
り
、

足
腰
の
不
自
由
な
方
々
に

は
入
り
に
く
い
道
で
あ
る
。

一
部
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

す
べ
き
。

　木
谷
沢
に
自
由
に
入
れ

る
よ
う
な
整
備
は
必
要
と

思
う
、
環
境
に
配
慮
し
た

整
備
が
な
さ
れ
て
、
こ
こ

な
ら
で
は
の
も
の
が
で
き

つ
つ
あ
る
状
況
、
土
が
む

き
出
し
の
状
況
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
し
て
み
た
い

事
項
で
あ
る
。

　
　
　烏
ヶ
山
登
山
道
は

平
成
12

年
鳥
取
西
部
地
震

で
登
山
道
が
一
部
崩
落
し

登
山
禁
止
だ
っ
た
が
、
現

在
は
注
意
喚
起
と
な
っ
て

い
る
。
町
が
管
理
者
と
な

る
こ
と
で
、
登
山
に
よ
る

入
込
客
数
が
増
加
し
観
光

へ
の
波
及
効
果
が
見
込
め

る
の
で
は
な
い
か
。

　登
山
道
整
備
に
は
管
理

責
任
が
あ
り
、
ど
こ
ま
で

加藤　邦樹

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

　
　
　災
害
時
に
本
庁
舎

は
災
害
対
策
本
部
と
な
る

が
、
増
水
に
よ
る
別
施
設

に
災
害
対
策
本
部
を
移
動

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
が
発
生
し
た
場
合
、

そ
の
準
備
及
び
訓
練
は
行

わ
れ
て
い
る
の
か
？
ま
た
、

川
筋
の
集
落
、
及
び
多
く

の
施
設
の
避
難
が
想
定
さ

れ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
状

況
に
つ
い
て
準
備
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　現
在
の
防
災
訓
練
は
地

震
を
想
定
し
た
訓
練
を

行
っ
て
い
る
。
避
難
に
つ

い
て
は
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
と
い
う
こ
と
が
大

前
提
、
常
日
頃
か
ら
心
が

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
啓

発
し
て
い
る
。
希
望
集
落

に
対
し
て
防
災
座
談
会
を

開
催
し
て
い
る
。
災
害
時

に
は
早
め
に
行
政
防
災
無

線
を
通
じ
て
避
難
の
案
内

を
出
す
の
で
安
全
な
と
こ

ろ
に
避
難
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
　積
雪
時
の
庁
舎
周

辺
の
状
況
は
、
除
雪
車
が

来
る
ま
で
公
用
車
は
雪
の

中
に
埋
も
れ
た
状
態
で
あ

る
。　公

用
車
用
の
車
庫
建
設

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
現
在
消
防
車

を
本
庁
舎
横
に
待
機
さ
せ

て
い
る
が
、
車
両
と
装
備

が
緊
急
時
に
正
常
に
起
動

す
る
の
か
。

　新
庁
舎
建
設
時
に
車
庫

を
整
備
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
た
。
議
会
の
ほ
う

か
ら
景
観
に
配
慮
す
べ
き

と
い
う
意
見
が
あ
り
別
案

を
検
討
す
る
支
持
が
あ
っ

た
。
議
会
で
早
急
に
対
応

す
べ
き
と
い
う
意
見
が
ま

と
ま
れ
ば
検
討
を
始
め
た

い
。
消
防
車
の
管
理
に
つ

い
て
は
配
慮
し
た
い
。

　
　
　庁
舎
が
で
き
た
当

時
、
水
道
施
設
に
故
障
が

発
生
し
本
庁
舎
の
給
水
制

限
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
休

止
と
い
う
事
が
あ
っ
た
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
既
存
の
水

道
施
設
と
は
別
の
水
源
確

保
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　現
在
計
画
は
な
い
。

　
　
　木
谷
沢
渓
流
は
観

光
客
、
観
光
協
会
の
ツ

ア
ー
の
お
客
さ
ん
等
か
ら

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
烏
ヶ
山
登
山
道
は
環

境
省
の
公
園
計
画
に
は

入
っ
て
い
る
が
事
業
決
定

さ
れ
て
い
な
い
。
関
係
者

が
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

み
た
い
。

　
　
　蒜
山
と
江
府
町
は

観
光
協
会
を
中
心
に
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
情
報
交

換
し
て
き
た
が
近
年
は
会

議
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

協
議
会
を
再
開
し
蒜
山
と

鏡
ヶ
成
を
結
ぶ
皆
ヶ
山
〜

擬
宝
珠
山
の
ル
ー
ト
開
設

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
ら

ど
う
か
。

　江
府
町
は
現
在
、
自
然

塾
で
環
境
の
ほ
う
で
特
色

を
出
し
て
い
る
。
江
府
町

の
貴
重
な
自
然
を
守
り
た

い
、
協
力
し
た
い
と
い
う

崇
高
な
理
念
を
わ
か
っ
て

い
た
だ
け
る
方
に
来
て
い

た
だ
い
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
で
ご
寄
付
を
い
た
だ
く

展
開
が
あ
り
が
た
い
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

本
庁
舎
の
防
災
に

つ
い
て

降
雪
時
の
、
除
雪
が
必
要

な
状
況
の
対
策
に
つ
い
て

水
の
確
保
の
た
め
の

給
食
セ
ン
タ
ー
も
含

め
た
水
道
の
新
設

木
谷
沢
渓
流
整
備
に

つ
い
て

烏
ヶ
山
登
山
道
の
管
理

に
つ
い
て

町政を問う!! ４名の議員が一般質問

本庁舎の防災について

木谷沢渓流、烏ヶ山登山道、トレッキングコースについて

加藤議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

臨
時
会
他

一
般
質
問

決

　算

組
合
報
告
・
陳
情

町
長
答
弁

蒜
山
か
ら
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
開
設
に
つ
い
て

動画で一般質問

令和６年11月20日発行（13）

川端 登志一

動画で一般質問

川端議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

　
　
　町
民
全
て
が
頑

張
っ
て
い
る
。
中
に
は
個

人
、
団
体
、
事
業
所
も
あ

る
。
例
え
ば
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会
の
各
部
や
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
活
動
、
農
畜

産
林
業
な
ど
こ
れ
ら
の
中

か
ら
ど
の
よ
う
に
頑
張
る

人
を
取
り
上
げ
如
何
様
に

支
援
し
て
い
く
の
か
。

　１
期
目
に
掲
げ
た
﹁
自

己
実
現
が
出
来
る
町
﹂
の

変
形
だ
と
考
え
ま
す
。
一

生
懸
命
自
分
の
自
己
実
現

を
す
る
た
め
に
頑
張
る
人
、

そ
う
い
っ
た
人
を
応
援
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

何
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
か
と
か
基
準
が
明
確
に

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
応
援
の
仕
方
も

色
々
で
す
。

　
　
　そ
れ
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
支
援
を
決
定
す
る

際
の
公
平
性
や
透
明
性
が

確
保
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
。

　ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で

判
断
す
る
べ
き
で
、
基
準

と
い
う
も
の
を
作
っ
て
や

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　先
に
述
べ
た
ス
ポ

協
で
は
各
部
か
ら
の
支
援

要
請
の
対
応
に
一
方
で
は

翌
年
度
に
実
現
し
一
方
で

は
何
の
音
沙
汰
も
な
し
、

或
は
先
の
社
協
の
活
動
に

対
し
て
は
前
身
の
活
動
も

含
め
７
年
目
に
し
て
漸
く

一
部
が
叶
う
な
ど
、
や
は

り
透
明
性
の
あ
る
審
査
機

関
の
設
置
が
必
要
と
考
え

る
が
。

　審
査
機
関
に
つ
い
て
は
、

そ
こ
ま
で
す
る
必
要
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
予
算
の

必
要
な
も
の
に
関
し
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
か
ら

予
算
要
求
が
上
が
っ
て
き

ま
す
。
そ
こ
で
議
論
を
し
、

先
程
の
社
協
の
件
で
も
予

算
を
つ
け
な
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
担
当
課
に

ど
う
し
て
も
と
言
わ
せ
よ

う
と
思
え
ば
、
そ
の
実
情

を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
熱
意
な
り

や
る
気
な
り
の
見
せ
所
だ

と
思
い
ま
す
。

旧
ゴ
ミ
焼
却
場
の
安
全
確

認
を
！

　
　
　活
動
拠
点
を
こ
の

地
に
開
設
し
て
全
世
界
に

向
け
環
境
と
健
康
の
調
和

を
推
進
す
る
企
業
が
、
せ

せ
ら
ぎ
公
園
の
中
で
環
境

整
備
を
進
め
て
い
る
。
そ

の
近
隣
に
廃
炉
と
な
っ
た

町
営
ゴ
ミ
焼
却
場
が
あ
る
。

こ
の
施
設
の
存
在
と
環
境

や
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
に
つ
い
て
の
認

識
が
あ
る
か
尋
ね
る
。

　詳
細
に
つ
い
て
は
承
知

し
て
い
な
か
っ
た
。
昭
和

44

年
に
着
工
し
て
い
ろ
い

ろ
な
経
過
の
後
、
現
在
は

蛍
光
管
や
乾
電
池
な
ど
を

一
時
保
管
す
る
施
設
と
し

て
使
っ
て
い
る
こ
と
を
今

回
質
問
い
た
だ
い
て
認
識

し
ま
し
た
。
環
境
に
対
し

て
の
影
響
に
つ
い
て
は
調

査
な
ど
し
て
い
な
い
の
で

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　平
成
10

年
に
同
様

の
質
問
を
先
輩
議
員
が
さ

れ
、
当
時
の
町
長
が
２
つ

の
焼
却
炉
は
、
壊
し
て
車

庫
や
駐
車
場
に
す
る
と
答

弁
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
26

年
間
も
放
置
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
思
う
か
。

　庁
舎
問
題
も
然
り
、
前

の
前
の
町
長
も
や
る
と
い

い
な
が
ら
で
き
な
か
っ
た
。

結
構
あ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
財
政
状
況
や
そ
の

時
々
の
優
先
順
位
で
そ
う

な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　下
流
で
水
源
の
再

生
事
業
も
行
っ
て
い
る
、

江
府
町
は
環
境
に
関
し
て

名
実
共
に
人
も
自
然
も
日

本
一
安
全
だ
と
発
信
で
き

る
よ
う
に
、
安
全
性
の
確

認
を
早
急
に
実
行
さ
れ
た

い
。　安

全
性
の
確
認
に
つ
い

て
は
調
査
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

﹁
頑
張
る
人
を
応
援

す
る
町
﹂
に
つ
い
て

﹁
環
境
を
大
切
に
す

る
町
﹂
に
つ
い
て

白石町政3期目公約を問う!!

決

　算

臨
時
会
他

一
般
質
問

組
合
報
告
・
陳
情

旧町営ゴミ焼却場の現状
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付
面
積
も
大
き
く
減

少
し
て
ピ
ー
ク
時
の

３
分
の
１
強
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、

米
作
り
農
家
が
慣
行

栽
培
に
移
管
さ
れ
た

結
果
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
ブ
ラ
ン
ド
米
を

生
産
す
る
農
家
に
対

し
て
、
30

㎏
当
た
り
、
１

０
０
０
円
程
度
の
協
力
金

を
交
付
し
て
は
ど
う
か
？

　
慣
行
栽
培
に
比
べ
奥
大

山
プ
レ
ミ
ア
ム
特
別
栽
培

米
や
日
野
特
別
栽
培
米
は

手
間
が
も
の
す
ご
く
か
か

る
の
と
、
量
が
あ
ま
り
取

れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

慣
行
栽
培
に
流
れ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
な
の
で
、
儲
か
る

方
に
流
れ
て
い
く
の
は
至

極
当
然
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
町
と
し
て
は
ブ

ラ
ン
ド
米
生
産
に
対
し
て

支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
し
か
し
、
ブ
ラ

ン
ド
米
生
産
に
対
し
て
慣

行
栽
培
と
比
較
し
て
の
補

助
を
こ
こ
で
出
す
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

芦立　喜男

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

　
　
　
江
府
町
に
は
、
69

ケ
所
の
農
業
用
水
路
が
あ

り
、
総
延
長
は
89

㎞
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
の

時
代
に
改
修
さ
れ
た
も
の

が
多
く
、
今
後
、
改
修
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
農
業
用
水
路
を
改
修

す
る
た
め
の
費
用
は
、
多

面
的
交
付
金
と
受
益
者
が

出
資
す
る
こ
と
に
な
り
、

負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
受
益
者
負
担
分

の
４
割
を
町
の
補
助
金
と

し
て
、
交
付
し
て
は
ど
う

か
？

　
農
業
用
水
路
の
改
修
に

結
構
な
金
額
が
掛
る
こ
と

は
理
解
で
き
ま
す
。
た
だ
、

実
際
御
机
集
落
や
杉
谷
集

落
の
よ
う
に
、
集
落
営
農

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
、
国
の
補
助
金
制
度
を

受
け
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ

も
あ
っ
て
、
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
受
け
て
頂
く
こ
と
を
お

勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
は
、
こ
う
い
っ
た
制
度

に
も
一
般
財
源
を
支
出
し

て
い
る
こ
と
も
ご
理
解
い

た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
老
朽
化

が
進
ん
で
く
る
と
い
う
話

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

同
じ
よ
う
に
道
路
、
橋
梁
、

な
ど
も
確
実
に
老
朽
化
は

進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
町
の

財
源
を
支
出
す
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
な

ぜ
、
農
業
用
水
路
だ
け
に

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
出
す

の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
な
か
な
か
難
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
江
府
米
の
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
、
奥
大
山
プ
レ

ミ
ア
ム
特
別
栽
培
米
や
日

野
特
別
栽
培
米
は
、
生
産

者
が
減
少
し
、
さ
ら
に
作

　
日
野
特
別
栽
培
米
は
農

協
が
主
体
で
や
っ
て
い
る

日
野
郡
全
体
の
取
り
組
み

で
、
奥
大
山
プ
レ
ミ
ア
ム

特
別
栽
培
米
は
江
府
町
ブ

ラ
ン
ド
米
と
い
う
こ
と
で

農
協
の
中
の
位
置
付
で
も

Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
管
内
で
最

高
品
質
の
お
米
と
し
て
取

引
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

奥
大
山
プ
レ
ミ
ア
ム
研
究

会
の
活
動
に
際
し
て
町
の

方
か
ら
毎
年
１
２
０
万
円

程
度
の
補
助
金
を
付
け
て

頂
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

町
長
の
方
に
も
理
解
頂
い

て
、
継
続
し
て
、
補
助
金

を
付
け
て
頂
い
て
い
ま
す

の
で
直
接
の
米
の
価
格
と

い
う
部
分
は
、
我
々
の
取

り
組
み
の
中
で
何
と
か
向

上
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

末
次
課
長
答
弁

町
長
答
弁

農
業
用
水
路
の
改

修
に
つ
い
て 

江
府
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
に
つ
い
て

頑張る農家にやさしい農政を！

芦立議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

臨
時
会
他

一
般
質
問

決

　算

組
合
報
告
・
陳
情

動画で一般質問

江尾原団地農業用水路の改修

奥大山プレミアム米の圃場
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阿部　朝親

動画で一般質問

阿部議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問
　
　
　こ
の
事
業
は
高
温

対
策
と
な
っ
て
い
る
が
、

カ
メ
ム
シ
の
食
害
減
少
を

目
的
に
薬
剤
防
除
の
委
託

費
へ
の
補
助
を
行
う
事
業

で
あ
り
、
個
人
・
団
体
で

行
う
防
除
に
は
適
用
さ
れ

な
い
。
カ
メ
ム
シ
被
害
は

コ
メ
生
産
者
全
体
の
問
題

で
あ
り
、
薬
剤
費
補
助
等

に
よ
る
生
産
者
全
体
に
適

用
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

品
種
・
水
温
等
に
よ
り
防

除
時
期
が
異
な
り
ま
た
、

経
費
削
減
の
た
め
、
個

人
・
団
体
で
防
除
を
実
施

し
て
お
り
、
防
除
委
託
費

の
み
補
助
対
象
と
す
る
に

は
問
題
が
あ
り
、
ど
の
様

な
考
え
で
補
助
基
準
を
定

め
ら
れ
た
か
伺
う
。

　か
な
り
詳
細
な
中
身
に
な

り
ま
す
の
で
、
担
当
課
長
か

ら
説
明
を
さ
せ
る
。

　昨
年
問
題
と
な
っ
た
イ
ネ

カ
メ
ム
シ
被
害
に
よ
る
品
質

低
下
・
収
穫
量
低
下
を
防
ぐ

た
め
の
事
業
で
県
と
町
で
併

せ
て
２
分
の
１
の
補
助
率
と

な
っ
て
い
る
。
日
野
郡
で
は

江
府
町
だ
け
が
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
県
の
ル
ー
ル
に
従

い
品
種
で
は
﹁
き
ぬ
む
す

め
﹂
を
対
象
と
し
て
い
る
。

昨
年
の
町
内
で
の
発
生
状
況
、

カ
メ
ム
シ
が
１
匹
と
い
う
こ

と
を
勘
案
し
県
の
ル
ー
ル
に

の
っ
と
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　県
で
は
、
事
業
主

体
は
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
防

除
組
織
等
を
想
定
し
て
お

り
市
町
村
に
よ
り
柔
軟
に

対
応
し
な
さ
い
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
様
な
点
に
つ

い
て
は
ど
の
様
な
考
え
か

伺
う
。

　課
長
に
説
明
さ
せ
る
が
、

多
発
し
た
地
域
と
い
う
の
が
、

１
匹
見
つ
か
っ
て
も
多
発
な

の
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

逆
に
言
え
ば
狭
ま
っ
て
実
施

す
る
よ
う
な
感
じ
で
受
け
っ

と
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　今
回
の
事
業
は
、
農
薬
自

体
は
補
助
対
象
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
自
分
で
汗
を

か
か
れ
た
分
に
つ
い
て
は
補

助
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
県

の
事
業
が
そ
う
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
本
町
に
お
い
て

も
同
様
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　こ
の
事
業
に
お
け

る
要
綱
で
は
補
助
事
業
者

が
町
内
２
業
者
と
２
つ
の

販
売
店
が
決
め
ら
れ
て
い

る
。
町
内
に
は
他
に
も
業

者
が
お
ら
れ
る
と
考
え
る

が
、
ど
の
様
な
方
法
に
よ

り
決
め
ら
れ
た
か
伺
う
。

　担
当
課
で
把
握
す
る
限
り

と
い
う
こ
と
で
２
業
者
を
指

定
し
て
い
る
。

　
　
　新
保
育
園
の
事
業

が
進
捗
し
て
い
る
が
、
現

状
は
ど
の
様
な
状
況
か
ま

た
、
﹁
保
育
園
ら
し
く
な

い
保
育
園
﹂
と
は
建
物
自

体
が
保
育
園
ら
し
く
な
い

の
か
そ
れ
と
も
保
育
方
法

が
保
育
園
ら
し
く
な
い
の

か
早
急
に
具
体
的
に
示
し

て
頂
き
た
い
。

　日
本
海
新
聞
に
掲
載
さ
れ

て
は
い
た
が
、
町
報
で
今
回

の
保
育
園
の
内
容
を
し
っ
か

り
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　木
造
で
あ
れ
ば
町

内
産
の
木
材
を
利
用
さ
れ

る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

　現
在
設
計
者
と
協
議
を
重

ね
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に

温
か
い
木
の
ぬ
く
も
り
を
感

じ
て
も
ら
い
た
い
と
の
話
も

あ
り
、
町
内
産
も
し
く
は
県

内
産
が
使
用
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

産
業
建
設
長
答
弁

町
長
答
弁

産
業
建
設
課
長
答
弁

町
長
答
弁

総
務
課
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

コ
メ
高
温
対
策
等

緊
急
支
援
事
業
の

補
助
基
準
は
？

火
災
報
知
器
設
置
補

助
事
業
に
つ
い
て

コメ高温対策等支援事業の補助基準及び
火災報知器設置補助事業要綱の考え方は？

新保育園の進捗状況は？

決

　算

臨
時
会
他

一
般
質
問

組
合
報
告
・
陳
情

カメムシ被害米

新
保
育
園
の
進
捗

状
況
は
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こ
の
度
、
「
こ
う
ふ
町
議
会

だ
よ
り
」
を
節
目
の
２
０
０
号

と
し
て
発
行
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
日
頃
よ
り
町
民
の
皆
様
に
は
、

議
会
だ
よ
り
へ
、
ご
意
見
、
ご

指
導
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
誌
で
は
今
回
、
記
念
の
企

画
と
し
て
、
白
石
町
長
か
ら
の

寄
稿
、
歴
代
議
長
の
写
真
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昭
和
47

年
に
第
１

号
の
発
刊

以
来
、
「
議
会
だ
よ
り
」
50

年

の
歴
史
は
、
町
政
の
歩
み
を
町

民
の
皆
様
と
共
に
感
じ
ら
れ
る

も
の
と
し
て
、
広
く
認
知
さ
れ

て
き
た
こ
と
の
証
明
で
も
あ
り

ま
す
。

　
今
後
も
江
府
町
の
発
展
の
た

め
精
進
し
、
伝
統
と
歴
史
を
重

ん
じ
、
他
に
誇
れ
る
地
方
行
政

の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
更
に
尽

力
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
三
輪
　
英
男

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　三
輪

　英
男

副
委
員
長

　川
端
登
志
一

委

　
　員

　阿
部

　朝
親

　
　
　
　
　芦
立

　喜
男

　
　
　
　
　加
藤

　周
二

私
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米
農
家
は
稲
刈
り
が
終
わ
り

ゆ
っ
た
り
さ
れ
て
、
旅
行
に
で

も
行
こ
う
か
と
考
え
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
の

米
概
算
金
は
30

㎏
当
た
り
、
２

４
０
０
円
程
度
値
上
が
り
を
し

ま
し
た
が
、
来
年
以
降
は
、
ど

う
な
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

問
題
は
、
日
本
の
人
口
の
減
少

と
、
一
人
あ
た
り
の
米
の
消
費

量
で
、
日
本
人
は
昭
和
37

年
に

は
約
１
１
８
㎏
消
費
し
て
い
ま

し
た
が
、
令
和
４
年
に
は
、
約

51

㎏
ま
で
減
少
し
た
こ
と
が
、

大
き
な
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

 

日
本
の
人
口
は
２
０
５
０
年

に
は
、
１
億
人
を
割
る
と
い
う

数
字
が
あ
り
ま
す
。
消
費
者
米

価
は
、
高
騰
し
ま
し
た
が
皆
さ

ん
に
、
お
米
を
少
し
で
も
多

く
、
食
べ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
芦
立
　
喜
男

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　阿
部

　朝
親

副
委
員
長

　川
端
登
志
一

委

　
　員

　森
田

　哲
也

　
　
　
　
　芦
立

　喜
男

　
　
　
　
　加
藤

　周
二

私

戸
か
ら
夫
婦
で
移
住
し

て
今
年
で
７
年
目
。
豪

雪
地
と
言
わ
れ
る
大
河
原
集

落
で
の
暮
ら
し
も
大
分
慣
れ

て
き
ま
し
た
。 

チ
贅
沢
メ
ン
マ
﹂
と
い
う
商

品
で
す
。 

　
道
の
駅
な
ど
で
、
見
か
け

ま
し
た
ら
ぜ
ひ
応
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
江
府
町
の
豊

か
な
自
然
や
美
し
い
水
そ
し

て
地
域
の
皆
様
の
感
謝
を
忘

れ
ず
私
た
ち
の
で
き
る
こ
と

を
一
つ
一
つ
実
践
し
な
が
ら
、

夫
婦
で
楽
し
い
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

神

　
私
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
退
任
後
﹁
山
の
恵
み
の

研
究
所
﹂
を
創
業
し
、
日
本

古
来
の
樹
木
﹁
ク
ロ
モ
ジ
﹂

と
い
う
植
物
を
研
究
し
な
が

ら
、
お
茶
や
、
ア
ロ
マ
製
品

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を

作
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
全
国
ク
ロ
モ
ジ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
団
体

の
代
表
を
し
な
が
ら
ク
ロ
モ

ジ
の
魅
力
を
世
に
広
め
る
活

動
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。 

　
昨
年
に
は
主
人
と
一
緒
に

﹁
山
ラ
ボ
﹂
と
い
う
竹
の
活

動
と
し
て
の
任
意
団
体
も
立

ち
上
げ
、
柿
原
炭
組
合
の
人

た
ち
と
も
一
緒
に
、
竹
林
整

備
や
炭
作
り
な
ど
を
し
た
り
、

春
に
は
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

び
た
孟
宗
竹
を
使
っ
て
メ
ン

マ
作
り
を
取
り
組
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
奥
大
山
の
特
産
品

と
な
る
念
願
の
味
付
け
メ
ン

マ
が
完
成
し
ま
し
た
。
柿
原

集
落
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
考

え
た
︵
柿
原
レ
デ
ィ
ー
ス
︶

レ
シ
ピ
を
再
現
し
た
、
そ
の

名
も
﹁
６
人
の
お
母
さ
ん
た

ち
が
考
え
た
え
ご
ま
プ
チ
プ

岩崎 夫妻

竹
と
ク
ロ
モ
ジ
に
夢
中

　
こ
の
度
、
三
好
晋
也
議
長

が
地
方
自
治
発
展
に
対
し
て

の
功
労
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
町
議
会
議
員
に

11

年
以
上
在
職
し
た
自
治
功

労
者
と
し
て
鳥
取
県
西
部
町

村
議
会
議
長
会
と
江
府
町
よ

り
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

議
員
表
彰

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
章

　
去
る
10

月
16

日
日
野
町
役

場
に
お
い
て
日
野
郡
町
議
会

議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

元
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
稲
田

茂
さ
ん
に
よ

る
日
野
高
校

の
果
た
す
役

割
に
つ
い
て

の
講
演
を
皆

熱
心
に
聴
講

し
研
修
を
深

め
ま
し
た
。

ポーラス竹炭100袋完成記念

日
野
郡
議
員
研
修
会
に
参
加


